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３－３ 不適格者への精神鑑定 

３－３－１ 不適格者への精神鑑定要領 

申請書を受理した所轄官庁が、申請者の適格性に疑義を有する場合や、精神鑑定が必要

と判断した場合には、銃器に係る専門の精神鑑定士による精神鑑定書を提出するように指

示する。申請者は銃器に係る精神鑑定士に依頼して鑑定を受ける147とともに、精神鑑定士は、

申請者に質問を行い、問題の有無を確認する。鑑定には、約 2 週間を要し、精神鑑定証明

書の作成費用は当事者の自己負担となる148。 

精神鑑定は次の四つの項目149からなる。 

① 医師の診察 

② アンケート調査 

③ 心理適性検査 

④ 精神鑑定士による面談（面談には、約 3～5時間かかる） 

専門医による精神鑑定診断書の提出が必要なのは、スポーツ射撃用の銃器の所持を希望

する者および職業上銃の所持が必要な者であり、狩猟のために銃器を使用する者は提出の

義務はない（67 頁参照）。 

満 25 歳に達していない者が、初めて銃器を購入・所持するために許可証を得る際は、 

精神鑑定に係る公的機関の医師、又は専門医若しくは専門家の証明書を提出しなければな

らない（25 歳未満の者に対する、標準化テストがある）。25 歳未満の者については、精神

鑑定について、基本的には問題がない者でも、確実を期すために行われる。鑑定の視点は、

鑑定時点の状況はもとより、「19 歳の者が 25 歳になったときはどうか」についても考察が

なされる150。申請者が精神鑑定を拒否した場合は、適格性を確認することができなかったと

して、銃器使用許可証は発行されない151。 

デュッセルドルフ保険局の精神鑑定士 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
147 銃器に係る鑑定に限定される精神鑑定士がドイツに、約 200 名指定されている。 
148 ドイツ心理学アカデミーヒアリング 
149 「WaffG6 条の個人的適性に関する鑑定について、デュッセルドルフ大学の研究プロジェクト」レポート

2004 年 01 月など、ドイツ心理学アカデミーヒアリング 
150 デュッセルドルフ保険局ヒアリング 
151 ノルトラインウェストファーレン州内務省ヒアリング 
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３－３－２ 欠格事由の判定の際の専門の精神鑑定士の関与 

 所轄官庁から適格性に疑義があると判定された申請者は、以下の専門医からなる精神鑑

定士の鑑定を受け、その証明書を提出しなければならない152。 

  国の医療施設に勤務する医師 

 精神科医、精神科及び精神療法医、精神科及び神経科医、神経科医、子供と青少

年精神療法医あるいは、子供と青少年精神療法及び精神科医 

 精神療法医法により認可を受けている精神療法医 

 精神療法医学の専門医 

 法心理学、交通心理学あるいは臨床心理学専門の心理学者。該当する分野におけ

る専門知識は、職能身分的規則によって判断される。 

 

精神鑑定士と当事者との間には、過去 5 年間に治療を施した関係があってはならない。

鑑定者は鑑定書の中で、当事者が上記の期間内に、当事者に治療を施したことは無く、又、

現在もそのような関係にないことを保証しなければならない153。 

鑑定士が、申請者の市町村にいない場合は、所轄官庁からその州の鑑定士が紹介される。 

銃器所持に関する精神鑑定士になるには、一定の教育期間が必要である。大学では、心

理学の科目の教育を受け、さらに精神鑑定士になるために 2～3年の教育を受ける。鑑定士

は、医者であったり、他の仕事と兼務する者もいるが、基本的には、鑑定士専業である。 

現在、鑑定士の人数はドイツ全体で約 200 人であり、適切な人員数だと考えられている154。 

専門医による診断書の提出制度を導入した当初は、鑑定を行うことができる専門医を確 

保することが困難な状況であったが、現在は解決されている。例えば、ドイツ検査協会な

ど、民間の検査機関に業務を委託することで専門医不足に対応している。銃器使用許可証

の申請者は、どの専門医に鑑定を委託するか、自身で選択することができる。法律で定め

られた専門医であれば、役所に所属している医師（保険局など）、病院の精神鑑定士、フリ

ーランス、心理学アカデミーTUV(Technischer Uberwachungs-Verein)所属155などに鑑定を依

頼することができる。ただし、鑑定を行った専門医はどのような方法を用いて鑑定を行っ

たかを行政機関に対して報告しなければならない156。 

 

 

                                                  
152 一般武器法－命令(AWaffV)第 4 条(2) 
153 一般武器法(AWaffV)第 4 条(4) 
154 ドイツ心理学アカデミーヒアリング 
155 デュッセルドルフ保険局ヒアリング 
156 ノルトラインウェストファーレン州内務省ヒアリング 



 75

３－３－３ 医師の診察及びアンケート調査 

申請書には、申請者がかかりつけの医師（ホームドクター）の氏名、所在などを記入す

る欄がある。鑑定士は、申請者の適格性に懸念を有した場合には、ホームドクターに直接

質問を行う。鑑定のためのアンケート調査では、科学的に作成された質問項目表を用いて

行う157。 

 

３－３－４ 鑑定士による面談及び心理適性検査 

（１）面談による検査158 

アンケートの質問項目表の結果をもとに、鑑定士が個人面談の際のインタビューの方

向性を決定する。鑑定士は、申請者に対して先入観を持たずに鑑定を行わなければなら

ない。鑑定書には、当事者が武器あるいは実包を扱うのに適しているか否かの見解が示

されていなければならず、又、鑑定書の作成にあたって採用したメソッドを明示してお

かなければならない。鑑定対象者が 25 歳未満の場合には、通常、「当事者が未成熟であ

るため、そこに示された銃器の扱いに精神的に不適切であるか」という問に、認可され

たテスト方式をもとにした鑑定を行うだけで十分である。テストだけでは、当事者が精

神的に不適切であるという可能性を否定することができない場合には、その分野の最新

の水準に合った、更なる検査を行わなければならない159。 

面談においては、以下の 4つの事項について、具体的に確認される。 

 

① 銃器を必要とする動機 

何故、銃器を持つ必要があるか、申請理由（スポーツ射撃など）に偽りがないか、

申請どおりの活動がなされるか、事故を起こしたことはないか、他の申請理由がな

いかなどについて聴取する。 

 

② 社会的仕組（ネットワーク）の中での評価 

一般に、前科を有する者の調査を行うと、当人を受け入れる社会的ネットワーク

がないことが多く、したがって、社会的ネットワークがない者は犯罪を起こしやす

いと考えられる。当該項目を確認するための質問の例としては、どういった友人が

何人いて、彼らはどのような友人なのかなどと質問を行う。友人がいないと答えた

り、仲のいい友人が 100 人以上いる（正常であれば数人と回答することが多い）と

答える者には問題があると判断する。 

精神的な問題を持ったときには誰と相談するのかを確認するとともに、曖昧な発

言部分を追求して虚偽の回答を見抜いていく160。 

                                                  
157 ノルトラインウェストファーレン州内務省ヒアリング 
158 ドイツ心理学アカデミーヒアリング 
159 一般武器法(AWaffV)第 4 条(5) 
160 ドイツ心理学アカデミーヒアリング 
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③ 健康上の問題確認 

健康状態を確認する際には、申請者のホームドクターにヒアリングを行うこともあ

る。特に糖尿病は精神障害に影響があると言われており、過去には糖尿病を患ってい

た銃器所持者が精神障害者となり銃乱射事件を起こしたこともあることから、銃器所

持判定の参考にしている。難聴、癲
てん

癇
かん

については、銃器所持の判断には関係がないた

めに参考にしていない161。 

アルコール患者を意識した調査項目の例としては、現在の飲酒習慣の有無、将来の

飲酒習慣復活の可能性があるかなどがあり、これらの情報を収集して判定を行う。 

 

④ 個人の性格的・精神的な発達確認 

物事を長期的に解決しようとしていることが確認できれば問題がないと判断する。

精神レベルが未発達の者は、他人を傷つけやすいと考えられている。162 

 

（２）鑑定士による最終的判断 

鑑定士は、面談結果を 10 数ページの報告書にまとめ、鑑定士としての結論（所見）と

ともに、疑義を感じた点を記述する。報告を受けた所轄官庁は、その他の情報ともあわ

せて許可証発行諾否に関する結論を出すが、鑑定内容の適格性・適正性に疑義を有した

場合には、他の鑑定士に再度鑑定を依頼することがある。この場合の費用は個人負担と

はならない。この際、精神鑑定士の中から選定され、より上位に位置づけされる精神鑑

定士が再度、鑑定を行う場合もある。 

2003 年には、数千人規模の鑑定受診者があり、うち約 60％が 25 歳以下の申請者で、

そのうち約 90％が合格した。26 歳以上の受験者のうち、40％が何らかの疑念を持たれ、

そのうち 70％が不合格となった。申請時の精神鑑定に合格した者でも、免許更新までの

3年間のうちに事情の変化などがあれば調査（要すれば再鑑定）を行う。更新時の 3年後

には必ず鑑定が行われる。 

デュッセルドルフには、銃器使用許可証を有している者が約 6,000 人いる。そのうち、

個人の適格性の問題により、許可証の申請が認められない/更新されない/許可証が取り

消されるケースは年に 5～6件程度であり、稀なケースといえる163。 

 

（３）その他 

銃器に係る精神鑑定制度を作るにあたっての問題は、用語の定義を明確にすること、

鑑定精度の観点から何を決めなければならないのかを明確にすることが困難なことにあ

り、実際の運用に入ってから円滑に機能するまでに 2年を要した164。 

                                                  
161 デュッセルドルフ保険局ヒアリング 
162 同上 
163 デュッセルドルフ警察ヒアリング 
164 デュッセルドルフ保険局ヒアリング 
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今後のドイツでの課題は、精神鑑定士のレベルを上げていくことである。又、鑑定士

の選定如何に関わらず同一の結果がでるような基準の整備が必要である165。 

 

３－３－５ 心理適性検査の種類 

心理適性検査の種類には、MMPI-2 と FPI-12 の 2 種類がある。いずれを使用するかについ

ては、精神鑑定士が被験者と面談した後、決定する166。 

質問項目は、まず、標準化された全般概況に関する事項で始まり、次いで、医学的な項

目（アルコール中毒、麻薬中毒、糖尿病）などについて、深く聞き取りを行う構成となっ

ている。糖尿病については、過去に、糖尿病の罹患者が家族全員を殺傷した事件が発生し

たことがあったことから聞き取り対象となっているものである。この他、個人の性格とし

て、何に対して、どれほど興奮するかにも注意を払う167。 

ブレーメン大学では、心理適性検査に関する研究が行われており、Dobat Avmin 氏による

研究書『Die Eignnng zum Waffendesite』も出版されている168。 

 

MMPI-2 適性検査の内容169 

回答に対する 3 つの着眼点を柱としている。 

 様々な設問に、ノーを多用するのはあやしい 

 同種の設問に、異なる回答を行うのはあやしい 

 自分の健康問題について真実を述べないのはあやしい 

構成は、質問項目が 566 個、12 ページからなっており、第１ページでは正直に答えているかにつ

いての問 15・30・45・60 についての回答が重要である。 

 

 

 

                                                  
165 ドイツ心理学アカデミーヒアリング 
166 デュッセルドルフ保険局ヒアリング 
167 同上 
168 同上 
169 アメリカでの研究成果を元に、1957 年にドイツで標準化して採用したもの。 
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ミネソタ多面人格目録（MMPI：Minnesota Multiphasic personality Invenroty） 

ＭＭＰＩ（ザールブリュッケン版） 

注意事項 

全ての回答は、同封の解答用紙に記入し、本冊

子には記入しないでください。 各項目を読み、そ

れが普段の自分に当てはまるかどうか、答えてく

ださい。 各項目について、解答用紙の該当する

項目に正／否をマークして下さい。

回答例 

出来るだけ全ての項

目に回答して下さい。
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              MMPI―2 適性検査の一部 

 

 

ＭＭＰＩ―２適性検査の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 私は人と話をする時に、悪い方向に行く

ことを考えます。 
45. 私は常に真実を言うわけではありません。

30. 私は時々心から悪口を言いたいです。 
60. 私は毎日、新聞の論説すべてを読むわ

けではありません。 




